
９「自然共生」～人と動植物が共存し豊かな自然を守り育てる～

(1)生物多様性保全に対する県民の意識が高まり、豊かな生態系が保たれている

(2)野生動物の適正な捕獲・管理が行われ、人と野生動物が共生している

(3)さまざまな担い手により、里地・里山・里海が適切に管理され、

健全に水や物質が循環する豊かな自然が保全・再生されている

(4)人と自然とのふれあいの場が充実し､身近に自然の豊かさを感じることができる

○ライフステージに応じ、体験から学ぶ環境学習・教育の推進

○公共事業における環境への配慮

○環境創造型農業の推進

○企業による森づくりの推進

○自然とのふれあいの推進

○県民への普及啓発

○野生動物の適切な保護管理

○外来生物対策の強化

○県民総参加の森づくりの推進等、里地・里山・里海の適切な管理

○健全な物質循環の確保による豊かな海づくり

○自然とのふれあいの推進

○生物多様性の保全の総合的推進

○県民への普及啓発
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(1) すべての事業で生物多様性の視点を持つことができる仕組みの確立

(2) 参画と協働による生物多様性保全活動の推進

(3) 人の営みと生物多様性の調和の推進

(4) 行動計画を支える基盤整備

●行動計画を支える基盤の充実

（自然観察会や生物多様性の保全・再生等県民が参加できるイベント）

●生物多様性アドバイザーの活用の仕組みの確立

（あらゆる事業で生物多様性に配慮することができる仕組みの確立）

●生物多様性に配慮した農林水産業の振興

（農林水産業について、生物多様性の保全への貢献を新たな視点とする）

●企業活動促進のためのＰＲの推進

（生物多様性に関わる業種以外の企業の活動を活発化）

●ヒートアイランド等都市環境問題への対応

（都市の総合的な緑化を促進し、都市環境問題の改善を図る）

●野生動物の保護管理の推進

（野生動物の適正捕獲による個体数管理、被害防除、生息地管理の一層促進）

●既存データの更新

（ＲＤ、ＢＲの現状に即したデータ更新による生物情報の蓄積と啓発の実施）

●防災機能と生物多様性との調和の推進

（防災に強い森づくりの実施等、生物多様性と調和する防災事業等実施）

●ＮＰＯ等との連携と協働

（地域住民や県民、企業等との連携と協働を図る機会）

●生物多様性に配慮した農林水産業の振興

（農林水産業について、生物多様性の保全への貢献を新たな視点とする）

●生物多様性に係る重要地域保全のための国際的な仕組みの活用による地域振興の

促進（ラムサール条約湿地の登録など国際的な仕組みの活用）

「第４次兵庫県環境基本計画(仮称)」骨子（案）と「生物多様性ひょうご戦略」改定（案）の対応

★第４次兵庫県環境基本計画（仮称）骨子（案） ★「生物多様性ひょうご戦略」改定（案）

《目指すべき将来像と具体的な取組の方向》

資料２

●生物多様性地域戦略策定の推進

（身近な地域レベルでの生物多様性の推進による保全及び持続可能な利用促進）

●外来生物対策の推進

（生態系や人間生活に悪影響のある侵略的な外来生物の拡散防止、効果的な駆除）

●県民等への啓発


